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ま
も
な
く
再
開
で
す い

わ
み
芸
術
劇
場 

舞
台
技
術
振
興
課
長 

 
 

田
尻 

直
子 

クレーン作業も行われました 

キャバレーでの公演 

 
 

益
田
に
異
動
し
早
３
年
と
な
り
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
始
ま
り
、
耐
震

改
修
工
事
に
よ
る
ホ
ー
ル
休
館
と
な

か
な
か
巡
り
合
う
こ
と
の
な
い
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

約
1
年
６
ケ

月
の
工
事
期
間
中
、

グ
ラ
ン
ト
ワ
の
各
所
で
様
々
な
工
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
・
小
ホ
ー
ル
を

は
じ
め
、
美
術
館
、
壁
面
の
瓦
・
回
廊

な
ど
な
ど
。
い
っ
た
い
ど
こ
が
変
わ

っ
た
の
？
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
姿
か
た
ち
は

そ
の
ま
ま
に
、
よ
り
安
全
に
使
い
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
長
か

っ
た
工
事
期
間
も
残
り
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
。 

こ
の
工
事
期
間
中
に
私
た
ち
舞
台

技
術
振
興
課
の
メ
ン
バ
ー
が
行
っ
て

椅子を修理しています 

い
る
こ
と
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
工
事
の
影
響
を
受
け
な
い
よ

う
、
日
ご
ろ
は
舞
台
袖
に
収
納
し
て

い
る
機
材
や
備
品
を
楽
屋
へ
移
動
。

グ
ラ
ン
ト
ワ
の
広
い
楽
屋
や
楽
屋
通

路
は
驚
き
の
収
納
力
で
す
。
各
所
で

機
材
整
備
を
行
い
、
今
後
の
利
用
に

備
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
今
年
度
は
益
田
市
内
や
県

西
部
の
各
地
で
公
演
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
グ
ラ
ン
ト
ワ
を
飛
び
出
し

様
々
な
場
所
で
舞
台
技
術
の
仕
事
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
近
隣
の
ホ
ー
ル

の
ほ
か
、
体
育
館
や
キ
ャ
バ
レ
ー
な

ど
場
所
は
様
々
。
各
所
の
電
源
容
量

や
搬
入
事
情
に
知
恵
を
絞
り
つ
つ
、

設
備
の
整
っ
た
劇
場
の
あ
り
が
た
さ

を
改
め
て
感
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
様
々
な
場
所
に
出
向
い
た
こ
と
で

こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
県
西
部
の
魅

力
に
触
れ
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。 

５
月
か
ら
は
い
よ
い
よ
劇
場
が
再
開

し
ま
す
。
今
回
の
工
事
で
、
新
し
く
な
る

機
器
の
操
作
習
熟
や
、
備
品
の
復
帰
作
業

な
ど
劇
場
再
開
ま
で
に
や
る
べ
き
こ
と

は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
劇
場

に
賑
わ
い
が
戻
っ
て
く
る
日
を
楽
し
み
に
頑

張
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
グ
ラ
ン
ト
ワ
に
お
越

し
く
だ
さ
い
！ 

工事中は危険な箇所もあります 



 

 
 

あ 

と 

が 

き 
 

「
私
の
お
父
さ
ん
」
は
娘
が
父
に
恋
人

と
の
結
婚
を
許
し
て
欲
し
い
と
切
々

と
訴
え
る
、
美
し
く
愛
ら
し
い
プ
ッ
チ

ー
ニ
の
歌
劇
「
ジ
ャ
ン
ニ
・
ス
キ
ッ
キ
」

の
中
の
一
度
聴
い
た
ら
忘
れ
ら
れ
な

い
魅
惑
的
な
ア
リ
ア
で
す
。
同
様
に
全

編
が
美
し
い
旋
律
と
色
彩
豊
か
な
管

弦
楽
に
包
ま
れ
た
歌
劇
「
ラ
・
ボ
エ
ー

ム
」
が
2
月
25
・
26
の
両
日
に
日
本

語
字
幕
付
き
の
イ
タ
リ
ア
語
で
上
演

さ
れ
ま
す
。 

      
 

 

お
針
子
ミ
ミ
と
詩
人
ロ
ド
ル
フ
ォ
の

悲
恋
と
、
パ
リ
の
売
れ
な
い
若
い
芸
術

家
た
ち
の
生
活
を
描
い
た
こ
の
作
品

は
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
作
品
の
中
で
も
特

に
高
い
人
気
が
あ
り
、
続
く
「
ト
ス
カ
」

「
蝶
々
夫
人
」
と
共
に
三
大
オ
ペ
ラ
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
「
私
の
名
は
ミ
ミ
」

の
ほ
か
、
登
場
人
物
の
名
ア
リ
ア
が
数

多
く
楽
し
め
ま
す
。 

 

会
場
は
松
江
の
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル

で
、
キ
ャ
ス
ト
の
松
江
市
出
身
者
の
起

用
や
合
唱
参
加
者
の
一
般
募
集
、
衣
装

手
作
り
な
ど
、
地
元
制
作
の
「
し
ま
ね
県

民
オ
ペ
ラ
」
と
し
て
上
演
さ
れ
ま
す
。
チ

ケ
ッ
ト
は
パ
ソ
コ
ン
あ
る
い
は
ス
マ
ホ

で
島
根
県
民
会
館
オ
ン
ラ
イ
ン
チ
ケ
ッ

ト
「
シ
マ
チ
ケ
」
と
検
索
し
内
容
を
ご
覧

の
上
で
会
員
登
録
よ
り
入
っ
て
み
て
下

さ
い
。
購
入
の
際
は
座
席
指
定
で
手
続

き
が
出
来
て
と
て
も
便
利
で
す
。 

 

グ
ラ
ン
ト
ワ
も
オ
ー
プ
ン
し
て
今
秋

で
１８
年
と
な
り
ま
す
。
オ
ペ
ラ
上
演
も

指
揮
者
の
小
澤
征
爾
さ
ん
の
来
演
、
出

雲
市
出
身
の
錦
織
健
さ
ん
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
海
外
歌
劇
場
公

演
な
ど
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
数

年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
も
あ
り
鑑
賞
機

会
が
あ
り
ま
せ
ん
。
5
月
に
ホ
ー
ル
耐

震
改
修
工
事
終
了
後
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
す
が
、
オ
ペ
ラ
だ

け
で
な
く
、
優
れ
た
芸
術
文
化
の
イ
ベ

ン
ト
を
多
く
期
待
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 

 
 

大

庭

明

博 

「
十
年
前
の
記
念
誌
」
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

洗

川

光

廣 
 

 

先
日
、
連
れ
合
い
が
、
普
段
は
開
け
た
こ
と

の
な
い
押
し
入
れ
の
中
で
見
つ
け
た
と
、「
別
冊

太
陽
『
森
鷗
外 

近
代
文
学
に
お
け
る
傑
人
』

生
誕
一
五
〇
年
記
念 

監
修 
山
崎
一
穎
」（
平
凡

社
）
十
年
前
の
記
念
誌
を
出
し
て
私
に
見
せ
た
。 

早
速
、
こ
の
記
念
誌
を
読
ん
で
み
る
。
鷗
外

（
森
林
太
郎
）
は
、
一
八
七
二
年
（
明
治
五
年
）
十

一
歳
で
津
和
野
を
離
れ
、
東
京
で
医
学
の
学
校

へ
、
一
八
七
三
年
（
明
治
六
年
）
十
一
月
、
医
学

校
予
科
（
の
ち
の
東
京
大
学
医
学
部
）
に
入
学
、
そ

の
後
、
鷗
外
は
陸
軍
省
医
務
局
へ
入
局
し
、
一

八
八
四
年
（
明
治
十
七
年
）
八
月
～
一
八
八
八
年

（
明
治
二
十
一
年
）
九
月
ま
で
ド
イ
ツ
に
留
学
す

る
。 鷗

外
は
、
ド
イ
ツ
で
実
験
に
基
づ
く
実
証
を

学
ん
だ
。
自
然
科
学
の
合
理
的
実
証
精
神
が
西

洋
の
文
明
の
進
歩
を
招
来
し
た
こ
と
、
西
洋
の

近
代
を
創
り
上
げ
た
精
神
こ
そ
〈
自
由
と
美
〉

に
あ
る
と
確
信
し
帰
国
し
た
。 

 

ド
イ
ツ
留
学
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
時
代
、
鷗
外

は
、
文
学
・
演
劇
・
美
術
・
行
楽
等
、
画
家
原

田
直
次
郎
ら
と
青
春
を
謳
歌
。
注
目
す
べ
き

は
、
来
日
経
験
の
あ
る
エ
ド
モ
ン
ド
・
ナ
ウ
マ

ン
と
の
文
化
論
争
で
、E
・
ナ
ウ
マ
ン
は
、「
日

本
列
島
の
地
と
民
」
で
、
「
日
本
の
西
洋
文

化
の
模
倣
的
摂
取
」
を
批
判
す
る
。 

鷗
外
は
「
日
本
に
関
す
る
真
相
」
で
西
洋

文
化
の
真
髄
は
「
自
由
と
美
」
に
あ
り
、
そ

れ
を
受
容
す
る
こ
と
は
何
ら
問
題
な
い
と

反
論
し
て
い
る
。 

 

こ
の
記
念
誌
の
中
で
、
現
在
、
石
見
美
術

館
専
門
学
芸
員
の
川
西
由
里
さ
ん
が
『
鷗
外

と
美
術 

芸
術
を
め
ぐ
る
交
流
と
活
動
』
と

題
し
て
記
述
さ
れ
、
「
鷗
外
と
美
術
」
と
聞

い
て
多
く
の
人
が
思
い
出
す
の
は
、
原
田
直

次
郎
の
名
前
だ
ろ
う
。
原
田
は
留
学
先
の
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
で
出
逢
い
生
涯
の
親
友
と
な
っ

た
洋
画
家
で
、
小
説
『
う
た
か
た
の
記
』
の

主
人
公
の
モ
デ
ル
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

る
。
鷗
外
は
明
治
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代

に
か
け
て
、
日
本
に
洋
画
を
根
付
か
せ
よ
う

と
奮
闘
し
た
原
田
を
理
論
面
で
支
え
る
か

の
よ
う
に
美
術
評
論
を
活
発
に
行
っ
た
。
医

学
を
学
ぶ
た
め
に
留
学
し
た
鷗
外
だ
が
、
西

洋
美
術
の
伝
道
師
と
し
て
の
自
負
も
あ
っ

た
よ
う
で
・
・
そ
ん
な
鷗
外
が
評
論
に
お
い

て
厳
し
く
批
判
し
た
の
は
、
美
術
に
対
す
る

無
理
解
か
ら
生
じ
る
偏
見
だ
っ
た
。 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
没
後
１
０
０
年
記
念 

森
鷗
外
と
ゆ
か
り
の
画
家
た
ち
」
は
、
石
見

美
術
館
で
１
月
29
日
（
日
）
ま
で
開
催
中
。 
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